
　
宮
崎
中
央
会
は
、
中
央
労
福
協
に
加

盟
す
る
全
国
の
労
福
協
と
と
も
に
、
連

合
宮
崎
や
労
金
・
こ
く
み
ん
共
済

c
o
o
p
と
連
携
し
、「
2
0
2
2
全

国
福
祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
取
り

組
み
ま
す
。

　
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ

渦
の
収
束
は
不
透
明
で
あ
り
、
ま
た
、

い
つ
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
か
予
測

が
つ
か
な
い
状
況
が
続
く
中
、
全
国
一

体
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
み
、

活
動
を
通
じ
て
地
域
活
動
の
実
践
を
着

実
に
す
す
め
て
い
く
と
と
も
に
、
労
福

協
運
動
の
社
会
的
存
在
価
値
を
高
め
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
2
0
2
2
年
度
に
お
い
て
も
、
コ
ロ

ナ
渦
の
な
か
、
私
た
ち
労
福
協
が
使
命

と
役
割
を
発
揮
し
、
困
難
を
抱
え
る
生

活
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
穏
や
か
な

日
常
を
取
り
戻
す
活
動
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
宮
崎

県
お
よ
び
9
市
へ
の
自
治
体
要
請
や
社

会
的
な
広
報
啓
発
の
一
環
と
し
て
年
末

に
講
演
会
を
開
催
し
併
せ
て
、
若
者
の

み
な
ら
ず
今
や
全
世
代
の
課
題
と
な
っ

て
い
る「
奨
学
金
」に
関
し
て
、
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
宮
崎
・
延
岡
・
都

城
に
お
い
て
、「
も
う
悩
ま
な
い
で
。

奨
学
金
返
済
Q
&
A（
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
）」を
活
用
し
、
全
国
の
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
と
と
も
に
、
奨
学

金
返
済
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
の
相
談

を
促
し
解
決
の
糸
口
を
図
る
こ
と
と
し

ま
す
。

1
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称

「
2
0
2
2 

全
国
福
祉
強
化

　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

2
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

2
0
2
2
年
10
月
〜
2
0
2
2
年
11
月

3
．
全
国
共
通
テ
ー
マ

❶
労
働
者
福
祉
運
動
で〝
共
助
の
輪
〞

を
地
域
に
広
げ
よ
う
！

❷
生
活
・
就
労
支
援
を
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
支
え
よ
う
！ 

◆
合
言
葉
：「
今
こ
そ
、労
福
協
の
力
を
。」

4
．
宮
崎
県
内
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み

❶
県
内
自
治
体
へ
の
要
請
行
動（
宮

崎
県
・
9
市
）

❷
講
演
会
の
開
催（
2
0
2
2
年
12

月
16
日（
金
））

福祉強化キャンペーン福祉強化キャンペーン全国2022
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第32回

　

2
0
2
2
年
10
月
30
日（
日
）
宮
崎
観
光

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
県
内
の
加
盟
構
成
組

織
や
地
域
協
議
会
・
地
区
会
議
の
組
合
員

約
1
1
0
名
が
参
加
し
、
第
32
回
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
中
川
会
長
が
、
自

然
災
害
、
2
0
2
2
春
季
生
活
闘
争
、
組

織
拡
大
、
政
治
、
創
り
出
す
運
動
の
推
進

に
つ
い
て
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
芳
野
連
合
本

部
会
長
、
松
田
社
会
民
主
党
宮
崎
県
連
合

幹
事
長
、
渡
辺
立
憲
民
主
党
宮
崎
県
総
支

部
連
合
会
代
表
、
長
友
国
民
民
主
党
宮
崎

県
総
支
部
連
合
会
代
表
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
活
発
な
討
議
の
中
で
、
活

動
報
告
と
2
0
2
3
年
度
活
動
方
針
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
に
対
す
る
特
別
決

議
に
つ
い
て
、
平
和
行
動
ｉ
ｎ
根
室
、
広

島
に
今
年
参
加
し
た
青
年
委
員
会
上
米
良

委
員
長
よ
り
提
案
し
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
1
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
連

合
宮
崎
・
構
成
組
織
・
地
域
協
議
会
・
地

区
会
議
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
確
認
し
、

運
動
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
は
か
り
、
一
体

感
の
あ
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
を

お
願
い
し
、中
川
会
長
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ー

三
唱
で
、
第
32
回
定
期
大
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

委
員
長
よ
り
提
案
し
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
1
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
連

合
宮
崎
・
構
成
組
織
・
地
域
協
議
会
・
地

区
会
議
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
確
認
し
、

運
動
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
は
か
り
、
一
体

感
の
あ
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
を

お
願
い
し
、中
川
会
長
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ー

三
唱
で
、
第
32
回
定
期
大
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

宮崎市別府町3‐9 労働福祉会館4階　0985‐26‐4649連合宮崎

連
合
宮
崎

定
期
大
会

主催者代表挨拶　中川会長

連合本部　会長　芳野友子様

社会民主党宮崎県連合　幹事長　松田浩一様

立憲民主党宮崎県総支部連合会　代表　渡辺創様

国民民主党宮崎県総支部連合会
代表　長友慎治様

議長団
（山口慶太 代議員　川西康司 代議員）

ガンバロー三唱
組合表彰、特別表彰
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あ
り
、
ま
と
め
入
金（
過
渡
期
対
応
）
に
要
す

る
時
間
や
負
担
を
極
力
減
ら
し
、
組
合
員
や

利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
様
々
な

金
融
取
引
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た

め
に
、
各
推
進
委
員
会
で
取
り
組
み
促
進
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

各
支
店
・
地
域
推
進
委
員
会
に
お
い
て
は
思

う
よ
う
な
活
動
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す

が
、
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
ろ
う
き
ん

運
動
を
各
店（
地
域
）
推
進
委
員
会
と
ろ
う
き

ん
が
連
携
し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、

会
員
構
成
員
の
生
活
向
上
と
労
働
者
福
祉
運

動
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
県
本
部
推
進
委
員
会
活
動
報
告

2022
年 度

2
0
2
2
年
10
月
13
日（
木
）〜

10
月
14
日（
金
）、
九
州
・
沖
縄
の
各

労
福
協
・
事
業
団
体
よ
り
91
名
が

参
加
し
、
鹿
児
島
市
サ
ン
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
研
究
集
会
の
目
的
は
、
労
働

者
福
祉
運
動
の
推
進
に
あ
た
り
、
南

部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
結
集
す
る
各

団
体
が
と
も
に
研
究
・
学
習
し
、
多

く
の
働
く
人
々
が
直
面
し
て
い
る
暮

ら
し
や
社
会
的
問
題
へ
の
認
識
の
共

有
化
を
図
り
、
と
も
に
連
帯
し
、
課

題
解
決
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

な
い
職
場
作
り
：
正
込
法
律
事
務

所
：
弁
護
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・

正
込
健
一
朗
氏
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

視
点
で
社
会
を
見
る
：
鹿
児
島
大

学
法
文
学
部
教
授
・
原
田
い
ず
み

氏（
弁
護
士
）」「
労
働
者
協
同
組
合

法
の
概
要
と
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
：

日
本
労
働
者
協
同
組
合
連
合
会
理

事
長
・
吉
村
伸
宏
氏
」の
三
つ
の
講

演
と
中
央
労
福
協
の
特
別
報
告
が

あ
り
、
今
後
の
職
場
生
活
・
職
場

運
営
・
社
会
的
活
動
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
と
併
せ
て
、
2
0
2
2

全
国
福
祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

つ
い
て
も「
今
こ
そ
、
労
福
協
の

力
を
！
」
を
合
言
葉
に
、
全
体
で

行
動
展
開
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

労
働
者
福
祉
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

　
「
研
究
集
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
10
月
21
日（
金
）、
ニ
ュ
ー

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
宮
崎
に
お
い
て
2
0
2
2
年

度
第
2
回
九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
推
進

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
は
、
会
員
相
互
の
協
同
と
連
携

を
は
か
る
と
と
も
に
活
動
の
経
験
交
流
を
強

め
、
職
場
と
地
域
で
ろ
う
き
ん
運
動
を
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
福
祉

運
動
の
発
展
に
積
極
的
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
、①
2
0
2
2
年
度
宮
崎
県
本

部
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、ⅰ
．

非
対
面
・
非
接
触
の
新
た
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
、ⅱ
．「
資
産
形
成

セ
ミ
ナ
ー
」
や「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

等
の
開
催
お
よ
び
、
こ
ど
も
未
来
応
援
定
期

の
積
極
的
な
推
進
、ⅲ
．
推
進
委
員
会

ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
、ⅳ
．「
九
州
ろ
う
き
ん
中

期
業
務
改
革
計
画
」
に
基
づ
い
た
ま
と
め
入

金
見
直
し
の
推
進
、②
2
0
2
2
年
度
宮
崎

県
本
部
推
進
委
員
会
推
進
活
動
強
化
費
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
推
進
機
構
合
同
研
修
会（
仮

称
）
の
開
催
、
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
治
労
宮
崎
県
本
部
日
向
市
役
所

職
員
労
働
組
合
支
部
の
糸
平
特
別
執
行
委
員

（
宮
崎
県
本
部
推
進
委
員
会
副
委
員
長
）
よ
り
、

『「
し
あ
わ
せ
創
造
運
動
」「
ま
と
め
入
金
の
見

直
し（
過
渡
期
対
応
の
廃
止
）」
に
伴
う
個
別

面
談
実
施
の
結
果
報
告
に
つ
い
て
』
と
題
し
、

〈
取
り
組
み
経
緯
〉
や〈
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
〉、〈
取
り
組
み
の
実
績
〉、〈
取
り
組
み

総
括
〉、〈
今
後
の
対
応
〉
に
つ
い
て
講
演
が

中央労福協
南部美智代事務局長

南部ブロック協議会
下町和三会長

鹿児島大学法文学部教授・原田いずみ氏（弁護士）

日本労働者協同組合連合会理事長・吉村伸宏氏
弁護士・社会保険労務士

正込健一朗氏
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　入学料と授業料だけでも
こんなに費用が掛かります。
　学費とは別に生活費（全
国平均月126,100円）も
必要です。
　お金の計画的な準備が
欠かせません。ろうきんで
は、事前の仮申込をお勧め
しています。
　教育資金のご相談は、
ろうきんにお任せください。

九州ろうきんは、
宮崎県内で働く勤労者の皆さまが

ご利用しやすい様に、県・市・町と連携し、
　　　　　　　　　をご用意しております。低金利の教育ローン

期間中に、自治体提携融資制度（宮崎県ハッピーライフ
ローン〈生活資金〉を含む）を九州ろうきん宮崎県内営業
店でご契約された方の中から抽選で168名様に、（一社）
宮崎県労働者福祉団体中央会より「人気キャラクター電
気ケトル1.1L」をプレゼント致します。（自動エントリーの
ため応募不要です。）
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相
続
で
は「
籍
」
が
極
め
て
重
要
な
意

味
を
持
ち
ま
す
。
た
と
え
何
十
年
別
居

し
て
い
て
も
、
籍
を
抜
か
な
い
限
り
配

偶
者
に
は
相
続
権
が
残
り
ま
す
。
遺
言

を
書
い
て
別
の
相
手（
内
縁
の
配
偶
者
や

愛
人
な
ど
）
を
指
定
し
た
と
し
て
も
、

「
遺
留
分
」
と
い
っ
て
最
低
限
残
さ
ざ
る

を
得
な
い
割
合
が
あ
り
ま
す
。

籍
を
入
れ
な
い
事
実
婚
で
は
、
相
手

は
内
縁
の「
特
別
縁
故
者
」
と
い
う
扱
い

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
相
続
人
が
い

な
い
場
合
に
限
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
が

認
め
れ
ば
遺
産
を
受
け
取
る
こ
と
も
可

能
で
す
が
、
入
籍
し
て
い
る
場
合
の「
自

動
的
」
と
は
大
違
い
で
す
。
健
康
保
険

や
年
金
の
世
界
は
内
縁
関
係
も
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
相
続
や
税
の
世
界
で
は「
戸

籍
上
の
配
偶
者
」
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

生
命
保
険
金
の
受
取
人
に
な
れ
る
の

は
、
原
則
的
に
は『
親
族
』
で
す
。『
配

偶
者
お
よ
び
二
親
等
以
内
の
血
族（
祖
父

母
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
子
、
孫
な
ど
）』

と
い
う
厳
し
い
規
定
を
設
け
て
い
る
保

険
会
社
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
保
険
会

社
に
よ
っ
て
は
、
婚
約
者
や
内
縁
関
係

の
相
手
な
ど
、『
親
族
以
外
の
第
三
者
』

を
受
取
人
と
し
て
認
め
て
く
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
契
約
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
保
険
会
社
に
確
認
し

て
み
る
こ
と
で
す
。
受
取
人
に
認
め
て

く
れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

場
合
は
、
本
当
に
生
活
を
共
に
し
て
い

る
の
か
？
一
緒
に
住
ん
で
何
年
に
な
る

の
か
？
な
ど
、
事
前
に
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
が
入
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の
変
化
に
伴
い
、

同
性
カ
ッ
プ
ル
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
受
取

人
と
認
め
る
保
険
会
社
も
増
え
て
い
ま

す
。
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を
受
取
人
に
す

る
場
合
は
、
自
治
体
発
行
の「
パ
ー
ト

ナ
ー
証
明
書
」
ま
た
は
、
そ
れ
に
代
わ

る
書
類
の
提
示
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
　

内
縁
の
配
偶
者
や
友
人
な
ど
に
遺
産

を
贈
り
た
い
と
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
法

的
に
有
効
な
遺
言
書
を
遺
し
て
お
く
こ

と
で
す
。
遺
言
す
る
こ
と
で
親
族
以
外

に
財
産
を
残
す
こ
と
や
保
険
金
受
取
人

に
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
遺
言
も
な

く
法
定
相
続
人
も
い
な
い
と
き
は
、
特

別
縁
故
者
が
受
け
取
り
ま
す
。
特
別
縁

故
者
は
、
裁
判
所
が
縁
故
や
故
人
へ
の

献
身
の
度
合
い
、
生
活
状
況
な
ど
を
調

査
し
て
決
定
し
ま
す
。
特
別
縁
故
者
も

い
な
い
と
き
は
、
死
亡
保
険
金
も
国
庫

に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

自賠責共済（保険）とは、自賠法（自賠責保険についての
法律）によって、道路を走るすべての自動車（二輪車を含
む）・原付自転車を使用する際に、加入が義務付けられて
いる共済（保険）です。

●お支払いできる事故

●お支払いの内容

被共済自動車を運転中に、他人にけがをさせたり、死亡させた
ことにより賠償責任を負った場合に共済金を支払います。

最高 3,000万円死亡
けが

後遺
障がい

最高 120万円
程度に応じて
4,000万円※～75万円

※神経系統・精神・胸腹部臓器に著しい
　障がいを残して介護が必要な場合
　常時介護のとき：最高4,000万円
　随時介護のとき：最高3,000万円
　後遺障がいの程度により
　第1級：最高3,000万円～第14級：最高75万円

自動車損害賠償責任共済自動車総合補償共済

〈人身傷害補償〉

（自動車事故傷害見舞金付き）

最
高5,000万円

お車の補償〈車両損害補償〉
一般補償

付随諸費用補償

特約
弁護士費用等補償特約

自転車賠償責任補償特約 など

〈対人賠償〉

無制限
〈対物賠償〉

無制限
運転中の

トラブルにも対応！
事故受付は休日・夜間問わず
24時間365日対応

示談交渉サービス付き
※対人・対物賠償事故に限ります。

●ここに記載されている内容は、共済商品の概要を説明したものです。ご契約の際は「リーフレット」「ご契約のてびき（契約概要・注意喚起情報）」を必ずご覧ください。

あわせてのご加入をおすすめします。

組み合わせて安心！あなたの安全運転を支えます！

〈お問い合わせ先〉 こくみん共済 coop 宮崎推進本部（宮崎県共済生活協同組合） 〒880-0806 宮崎市広島1-11-17　TEL：0985-24-6262
「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、
組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛同いただき、出資
金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

●ここに記載されている内容は、共済商品の概要を説明したものです。ご契約の際は「ご契約のてびき（契約概要・注意喚起情報）」を必ずご確認ください。

たすけあいの輪をむすぶ

4522A005

基本補償
ご自身の補償 相手方への賠償

〈24時間×365日〉マイカー共済ロードサービス付き
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キャンペーンキャンペーン

変動
金利型
変動
金利型

最大
引下金利
最大
引下金利

保証料は〈ろうきん〉が負担します！保証料は〈ろうきん〉が負担します！

キャンペーン期間 2022年11月1日 ～2023年4月30日火火 日日
※本キャンペーンは、予告なしに期間を変更または延長する場合がございます。

年年 ％～％～3.03.0
フリーローンについて
くわしくはコチラ！
フリーローンについて
くわしくはコチラ！

年4.6％
～年7.5％
ご融資金額

200万円未満

年4.0％
～年6.9％
ご融資金額

200万円以上

年3.0％
～年5.9％
ご融資金額

300万円以上

年5.3％
～年8.2％

ご融資金額　［1万円以上1万円単位］

※会員以外の方がお申込みいただく場合、ご融資金額は「100万円以内」となります。

ご融資期間

1,000万円以内 10年以内
300万円以内

【キャンペーンによる金利引下に関する注意事項】◎キャンペーンによる金利引下は、（一社）日本労働者信用基金協会保証によるお申込み、かつ 2023年 4月 30日までに受付し、2023年 5月 31日までにお借入（ご契約）した場合、適用となります。その他の
保証会社でのお申込みはキャンペーンによる金利引下は適用されませんのでご注意ください。◎借入資金に当金庫ローンの借換資金が含まれる場合、キャンペーンによる金利引下は適用されません。
【フリーローンに関する注意事項】◎キャンペーン期間中に表示金利が変更される場合もございます。◎ご融資金額は所属される会員等により異なる場合がございます。◎変動金利型は年 2回適用金利を見直します。◎お借入後に返済方法（返済額・返済期間
など）を変更される場合には、手数料（税込 5,500 円）がかかります。変更内容によっては、ご希望に添えない場合もございます。◎Web完結型フリーローンは、借入資金にご利用いただけません。また、Web完結型フリーローンは、所属される労働組合・共済
会・互助会等との取り決めにより、お申込みを受付できない場合がございます。◎ご返済額の試算はお気軽に〈ろうきん〉まで。パソコンやスマートフォンから九州ろうきんホームページの「ローンシミュレーション」もご利用いただけます。◎記載内容は、
2022年 11月 1日現在の内容で、保証先を（一社）日本労働者信用基金協会とする場合です。◎金利引下には、カードローンのご契約等、取引条件がございます。◎くわしくは、九州ろうきんホームページまたは店頭の商品概要説明書でご確認ください。◎融資
には審査がございます。審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。
はたらく人と、地域社会と、未来へ、「つながる!」九州ろうきん。

●ローンセンター宮崎 （0985）26-9207　●延岡支店【融資部門】 （0982）35-6657
●日南支店 （0987）23-3191　●宮崎県庁支店 （0985）29-4141　●都城支店【融資部門】 （0986）23-2257
●小林支店 （0984）23-1000　●高鍋支店　　 （0983）23-0740　●日向支店　　　　　 （0982）52-6131
●西都支店 （0983）43-1212　●高千穂支店　 （0982）72-6111　●宮崎市役所出張所　 （0985）26-3906

受付時間/平日 9：00～17：00
0120-796-210

お問い合わせ先　九州ろうきん お客さまサービス室

専用フリーダイヤル

変動金利型変動金利型 ※ご融資金額に応じて適用金利が異なります。

店頭受付
Web完結型（※）

固定金利型

日本各地の有名料亭・旅館・ホテル・レストランのおせち料理が自宅で堪能できる！！

商品は期間内においても完売となる場合がございますので、お早めにご注文ください。また、配達不可地域やお届け日指定等についても各施設ごとに
異なりますので、事前にパンフレット等の条件をご確認の上お申込み願います。

おせちの鉄人は㈱JTBの登録商標です。 ギフトカード、カタログギフト等の販売も行っております。

ご予約承り期間

２０２２年１２月１３日（火）１９時まで
※お申込締切日が異なる商品がございます。
　詳しくはパンフレットの各商品詳細をご覧ください。

一般社団法人  宮崎県勤労者旅行会　ＴＥＬ：0985-24-1555お申込み/お問い合わせは

ご自宅まで配達します！
（一部配達不可商品あり）

京都「養老軒」博多あまおう　まるごと苺大福
（※イメージ）

その他スイーツや
グルメギフトも多数
ご用意しております！

その他、詳細は
デジタルパンフレットを
ご参照くださいませ⇨

おせちの鉄人おせちの鉄人

博多華味鳥の
特大おせち
（※イメージ）
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主催／一般社団法人宮崎県労働者福祉団体中央会･宮崎県勤労者共済会

■プロフィール
福岡県生まれ。宮崎大学農学部卒業。
宮崎県内でのSDGs啓発の第一人者。食品メーカーで
商品開発や品質保証業務に17年間従事後、CSR・広
報部門において地域社会や次世代へ向けた食育、環境
教育、キャリア教育に9年間尽力し持続可能な社会の
創り手育成に寄与する取り組みは、国からも高く評価
されてきた。
48歳で退職し2021年5月に起業。中小企業、自治体、
学校がSDGsアクションを始める最初の一歩をスムー
ズに踏み出せるようなサポートを心掛け、研修やサス
テナビリティ経営導入を支援している。宮崎県総合計
画審議会委員、宮崎県環境保全アドバイザーなど、地
方創生や環境保全などの委員を歴任。

　　SDGｓの
本質理解から
アクションへ
「SDGｓの本質という問い」から
見えてくる世界と私たち、
そして子どもたちの未来

2022 講演会

〒880-0879 宮崎市宮崎駅東1丁目2番地8
TEL.0985-23-3311

■講師
シンク･オブ･アザーズ
代  表　難波  裕扶子

12　16
ニューウエルシティ宮崎

■開場  14:30
15:00 ▲ 17:00

金
2022

入場
無料

未来を創る！

未来を守る！
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「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内

宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

　企業・事業所のトップの方に、従業員が仕事と生
活の両立ができるような、「働きやすい職場づくり」
への具体的な取組を宣言していただく制度です。

「仕事と生活の両立応援宣言」とは

●県のホームページや刊行物などで広く紹介します！
●宣言書（左見本）を額縁に入れてお渡しします！
●次世代法に基づく一般事業主行動計画の公表先と
　して活用できます！

登録すると…

•家族の病気等、急な休みの時は他の従業員でサポートします
•子どもをもつ従業員の学校行事やPTA活動への積極的な参加
　を推奨します
•有給休暇のさらなる取得率アップを目指します　　　　など

【宣言内容の例】

宮崎県雇用労働政策課 労政福祉担当
TEL：0985－26－7106 ／ FAX：0985－32－3887
Email：koyorodoseisaku@pref.miyazaki.lg.jp

お問合せ・お申込み先

検 索宮崎県　仕事と生活の両立

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

こくみん共済 coop 宮崎推進本部
本部長

中原 和雄さん

　
7
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
宮
崎
県
共

済
生
活
協
同
組
合
通
常
総
代
会
及
び
宮

崎
県
推
進
本
部
組
合
員
代
表
者
会
議
に

て
本
部
長
を
拝
命
し
ま
し
た
中
原
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
40
年
前
に
福
岡
を
離
れ
、
延
岡

に
あ
る
旭
化
成
工
業
㈱
ベ
ン
ベ
ル
グ
工

場
へ
入
社
し
ま
し
た
。
そ
の
後
後
約
30

年
間
、
北
陸
・
金
沢
や
大
阪
・
高
槻
に

あ
っ
た
繊
維
加
工
研
究
所
で「
も
の
づ

く
り
の
現
場
」を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
私
の
運
命
な
の
か
？
厳
し
い

事
業
環
境
の
職
場
ば
か
り
を
経
験
し
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が「
良
い
も
の
を
よ
り
安
く
、
且

つ
安
定
的
に
お
客
様
へ
お
届
け
す
る
」

こ
と
に
無
我
夢
中
で
働
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
開
発
に
は
時
間
が
か
か
り
、
ま

た
重
要
な
機
械
は
突
然
故
障
し
動
か
な

く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
日
々
を
経
験
す

る
中
で
得
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
や
は
り「
人
づ
く
り
の
大
切
さ
」で

し
た
。
開
発
を
う
ま
く
進
め
る
事
も
、

壊
れ
に
く
い
機
械
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す

る
事
も
全
て
担
当
者
の
考
え
・
力
量
に

大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
こ
の「
人
づ

く
り
」と
は
、
ひ
と
り
一
人
が
目
標
に

向
か
っ
て
壁
を
乗
り
越
え
、
成
長
を
感

じ
な
が
ら
、
そ
し
て
そ
れ
が
自
信
に
つ

な
が
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
私
自
身

も
そ
う
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
仲
間
を
一
人
で
も
多
く

持
つ
為
に
は
、
や
は
り「
対
話
活
動
」が

大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
残
り
の
10

年
間
は
旭
化
成
労
働
組
合
で
多
く
の
組

合
員
や
い
ろ
ん
な
方
を
知
る
事
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も
同
じ
想
い
を
確

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
の
時

代
、W
e
b
で
の
対
話
も
あ
り
ま
す
が
、

相
手
の
表
情
や
し
ぐ
さ
等
細
か
く
は
判

り
ま
せ
ん
。

　
今
、
こ
く
み
ん
共
済 

c
o
o
p
の

中
で
、
諸
先
輩
方
が
大
切
に
し
て
こ
ら

れ
た「
た
す
け
あ
い
の
輪
」を
少
し
で
も

大
き
く
拡
げ
て
い
く
為
に
は
、
今
も
昔

も
変
わ
ら
な
い「
対
話
を
大
切
に
す
る

人
づ
く
り
」が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
こ
の
職
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

一
歩
ず
つ
前
進
で
き
る
よ
う
、
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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